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CASA新聞

名古屋商況 市況厳しいまま

表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜  ・ ・ ・

針葉樹12㎜3×6   ・ ・ ・

２
０
２
５
年
４
月
の
建
築

物
省
エ
ネ
法
お
よ
び
建
築
基

準
法
の
改
正
に
向
け
、
「
改

正
建
築
物
省
エ
ネ
法
施
行
令

」
「
改
正
建
築
基
準
法
施
行

令
」
の
公
布
が
４
月
中
に
行

わ
れ
る
。
改
正
建
築
物
省
エ

ネ
法
の
施
行
に
あ
た
り
、
具

体
的
な
基
準
を
定
め
た
関
係

政
令
に
つ
い
て
内
容
の
見
直

し
を
行
っ
た
も
の
。
国
土
交

通
省
で
は
、
改
正
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
４
月
14

日
ま
で
募
集
。

「
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法

施
行
令
」
で
は
、
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ

の
適
合
義
務
の
規
模
を
新
た

に
設
定
。
基
準
適
合
義
務
の

対
象
と
し
て
小
規
模
非
住
宅
、

住
宅
を
加
え
た
一
方
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
及
ぼ
す

改正建築物省エネ法の関係政令
4月公布、25年施行

影
響
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る

床
面
積
の
合
計
が
10
平
方
㍍
以

下
の
規
模
の
建
物
に
つ
い
て
は
、

適
合
義
務
か
ら
除
外
す
る
。

「
改
正
建
築
基
準
法
施
行
令

」
で
は
、
３
階
建
て
木
造
建
築

物
の
構
造
計
算
の
合
理
化
に
向

け
て
、
高
度
な
構
造
計
算
が
必

要
な
非
木
造
建
築
物
の
要
件
を
、

従
来
の
「
高
さ
が
13
㍍
ま
た
は

軒
の
高
さ
が
９
㍍
を
超
え
る
建

築
物
」
か
ら
「
高
さ
が
16
㍍
を

超
え
る
建
築
物
」
ま
で
緩
和
す

る
。
木
造
住
宅
の
柱
の
小
径
基

準
や
筋
か
い
材
料
の
使
用
、
壁

量
計
算
な
ど
の
規
制
も
見
直
さ

れ
る
。
柱
の
小
径
は
、
横
架
材

の
相
互
間
の
垂
直
距
離
に
対
し

て
、
建
築
物
の
用
途
・
規
模
に

応
じ
た
割
合
以
上
の
も
の
を
求

め
る
。
ま
た
筋
か
い
に
つ
い
て

は
「
筋
か
い
の
端
部
に
つ
い
て
、

少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
方
を

柱
と
横
架
材
と
の
仕
口
に
緊
結

す
れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
。

鋼
材
の
接
合
方
法
の
見
直
し

で
は
、
鋼
材
の
接
合
部
に
一
定

程
度
の
ず
れ
が
生
じ
て
も
建
築

物
全
体
の
安
全
性
に
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
規
模
で
、
高
さ
が
16

㍍
以
下
で
３
階
以
下
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
ボ
ル
ト

接
合
に
よ
る
鋼
材
接
合
を
認
め

る
。
後
付
け
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
改
正
法
で
は
２

階
か
つ
延
べ
面
積
２
０
０
～
５

０
０
平
方
㍍
の
木
造
建
築
物
に

後
付
け
す
る
場
合
に
建
築
確
認

が
必
要
と
な
る
が
、
例
外
と
し

て
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、

使
用
頻
度
が
少
な
く
事
故
が
発

生
す
る
恐
れ
の
少
な
い
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
建
築
確

認
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

新
年
度
に
入
っ
た
が
、

依
然
と
し
て
住
宅
市
場
実

需
に
盛
り
上
が
り
は
見
ら

れ
な
い
。
木
材
の
荷
動
き

に
つ
い
て
は
「
３
月
が
期

待
外
れ
だ
っ
た
分
、
多
少

回
復
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
」
（
木
材
販
売
店
）

と
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、

好
況
感
に
は
乏
し
く
、
地

味
な
商
い
が
続
い
て
い
る
。

川
下
で
は
、
地
場
の
大
工

・
工
務
店
の
営
業
苦
戦
が

目
立
ち
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
も
８
割
程
度
の
稼
働
と

な
っ
て
い
る
。

木
材
関
係
で
は
、
米
松

製
品
は
国
内
挽
き
の
供
給

が
平
常
化
し
て
輸
入
製
品

の
引
き
合
い
が
減
り
、
荷

も
た
れ
感
か
ら
価
格
は
弱

含
み
保
合
で
推
移
し
て
い

る
。

一
方
で
、
欧
州
材
製
品
は

不
足
感
と
先
高
観
が
広
が
っ

て
い
る
。
先
行
き
の
集
成
材

ラ
ミ
ナ
の
不
足
も
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
円
安
局
面
も
加
わ

り
価
格
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

国
産
材
製
品
は
実
需
が
鈍
い

状
態
が
続
き
、
桧
の
管
柱
・

土
台
は
弱
含
み
の
展
開
が
続

く
。
配
送
料
金
の
値
上
げ
等

経
費
は
上
昇
し
て
い
る
が
市

況
低
迷
で
手
を
打
ち
に
く
い
。

東
海
４
県
の
２
月
新
設
住

宅
着
工
戸
数
は
７
１
７
８
戸

（
前
年
同
月
比
１
・
７
％
増

）
で
２
か
月
連
続
の
増
加
だ

が
、
持
ち
家
は
２
５
５
８
戸

（
同
10
・
５
％
減
）
で
24

か
月
連
続
の
減
少
に
。
分
譲

住
宅
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
伸
び

た
こ
と
で
１
９
０
１
戸
（
同

７
・
６
％
増
）
と
３
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。

名
古
屋
地
区
で
は
、
長
引

く
材
価
の
伸
び
悩
み
か
ら
春

以
降
の
国
産
材
原
木
の
集
荷

が
例
年
以
上
に
不
安
視
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
産

材
製
品
や
針
葉
樹
合
板
の
価

格
は
弱
含
み
傾
向
だ
。
ま
た
、

欧
州
材
の
Ｗ
ウ
ッ
ド
製
品
は

今
月
中
旬
以
降
の
入
荷
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
材

は
保
合
な
が
ら
強
含
み
だ
。

製
品
需
要
低
迷
か
ら
、
依

然
国
産
材
原
木
の
手
当
て
に

及
び
腰
な
製
材
工
場
が
少
な

く
な
い
。
現
状
の
原
木
価
格

は
桧
、
杉
と
も
に
出
材
意
欲

を
喚
起
す
る
水
準
で
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
地
区
内
で
は
今

後
稼
働
予
定
の
新
設
製
材
工

場
の
原
木
の
集
荷
状
況
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

国
産
材
製
品
は
、
製
材
コ

ス
ト
が
高
止
ま
り
す
る
な
か

国産材原木、今後の集荷に不安視
針葉樹合板は弱含み続く 名古屋地区

で
桧
・
杉
製
品
と
も
に
弱
含

み
の
傾
向
が
続
く
。
大
手
市

場
浜
問
屋
は
、
遠
方
の
製
材

工
場
か
ら
配
送
料
の
値
上
げ

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

別
の
問
屋
は
製
材
工
場
が
販

売
不
振
の
た
め
価
格
設
定
に

柔
軟
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る

と
指
摘
。
例
年
と
同
水
準
の

原
木
在
庫
を
抱
え
る
地
区
内

有
力
製
材
工
場
は
、
価
格
の

伸
び
悩
み
を
課
題
に
挙
げ
る
。

欧
州
材
製
品
は
今
後
Ｗ
ウ

ッ
ド
製
品
の
入
荷
が
一
定
量

見
込
ま
れ
る
が
、
コ
ス
ト
高

の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
当
面
値

下
が
り
は
な
い
見
通
し
だ
。

Ｗ
ウ
ッ
ド
間
柱
は
４
㍍
が
不

足
気
味
で
、
在
庫
の
少
な
さ

か
ら
機
会
損
失
が
続
く
問
屋

も
。
同
管
柱
は
、
価
格
が
安

い
杉
集
成
管
柱
へ
の
移
行
も

あ
る
と
い
う
。
Ｒ
ウ
ッ
ド
集

成
管
柱
は
、
コ
ス
ト
高
か

ら
競
合
樹
種
の
動
向
と
連

動
せ
ず
値
上
が
り
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

米
材
輸
入
製
品
は
工
務

店
が
仕
事
を
十
分
に
確
保

で
き
て
い
な
い
た
め
、
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
に
繁
忙
感

は
な
い
。
価
格
も
保
合
ま

た
は
弱
含
み
で
、
国
内
引

き
の
供
給
が
平
時
に
戻
っ

た
た
め
若
干
の
荷
も
た
れ

感
が
指
摘
さ
れ
る
。
米
松

や
ス
プ
ル
ー
ス
の
ク
リ
ア

材
は
入
荷
が
な
い
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用
合

板
は
川
下
が
当
用
買
い
の

姿
勢
を
変
え
て
お
ら
ず
、

減
産
効
果
も
限
定
的
だ
。

実
需
の
弱
さ
か
ら
在
庫

の
消
化
ペ
ー
ス
が
遅
く
、

当
面
は
底
値
を
探
る
展
開

が
続
き
そ
う
だ
。

国
土
交
通
省
は
３
月
29
日
、
工

期
に
関
す
る
新
た
な
基
準
を
公
表

し
た
。
４
月
か
ら
建
設
業
で
罰
則

付
き
時
間
外
労
働
規
制
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
見
直
し
た

も
の
。
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

中
央
建
設
業
審
議
会
で
審
議
さ
れ
、

同
日
に
そ
の
実
施
が
勧
告
さ
れ
た
。

新
基
準
で
は
時
間
外
労
働
規
制

の
遵
守
を
前
提
に
、
受
注
者
側
・

発
注
者
側
の
双
方
に
、
適
切
な
人

員
や
工
程
ご
と
の
工
期
を
踏
ま
え

た
工
期
設
定
を
行
う
よ
う
記
載
。

0404

工期に関する新基準
受注者側の責務を明記 国交省

要
な
工
期
よ
り
も
著
し
く
短
い
工

期
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

は
行
わ
な
い
よ
う
に
と
記
し
た
。

一
方
、
発
注
者
側
に
は
、
す
べ

て
の
労
働
者
が
長
時
間
労
働
を
是

正
し
、
週
休
２
日
が
確
保
で
き
る

よ
う
留
意
す
る
こ
と
を
明
記
。
受

注
者
か
ら
適
正
な
工
期
を
反
映
さ

せ
た
見
積
り
が
提
出
さ
れ
た
場
合

に
は
尊
重
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

他
に
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
、

①
技
能
労
働
者
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
移
動
時
間
も
労
働
時
間
に
含
め

る
こ
と
②
運
送
事
業
者
が
物
品
納

入
に
要
す
る
時
間
や
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
建
設
機
械
を
現
場
に
搬
入

す
る
時
間
を
考
慮
す
る
こ
と
③
猛

暑
日
を
作
業
不
能
日
と
し
て
算
出

す
る
こ
と
④
十
分
な
工
期
の
確
保

や
交
代
勤
務
制
の
実
施
に
必
要
と

な
る
経
費
を
請
負
代
金
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
な
ど
を
追
記
し
て
い
る
。

竣
工
日
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
工
期
の

延
長
が
で
き
ず
、
工
程
を
短
縮
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
も
、
両
者
で
協
議
・
合

意
の
上
、
突
貫
工
事
に
必
要
な
掛
増
し

費
用
を
含
め
た
、
適
切
な
変
更
契
約
を

締
結
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

ま
た
受
注
者
側
の
責
務
と
し
て
、
契

約
締
結
前
や
変
更
契
約
時
の
見
積
り
に
、

適
正
な
工
期
の
反
映
を
要
求
。
通
常
必



針
葉
樹
合
板
は
３
月
も
荷

動
き
に
は
活
気
が
な
く
、
価

格
は
弱
含
み
基
調
と
な
っ
て

地
合
い
が
緩
ん
で
い
た
合

板
市
況
は
、
潮
目
が
変
わ
る

気
配
が
濃
く
な
っ
て
き
た
。

３
月
上
旬
に
丸
玉
木
材
が
減

産
実
施
を
表
明
し
た
ほ
か
、

中
旬
に
は
日
新
グ
ル
ー
プ
が

４
月
出
荷
分
か
ら
構
造
用
３

×

６
判
の
５
％
値
上
げ
と
減

産
強
化
を
発
表
。
さ
ら
に
、

セ
イ
ホ
ク
も
針
葉
樹
構
造
用

の
値
上
げ
を
明
ら
か
に
し
、

ほ
か
の
合
板
メ
ー
カ
ー
が
津

追
随
す
る
か
に
注
目
が
集
ま

る
。こ

れ
を
受
け
て
、
３
月
後

半
か
ら
需
要
家
も
合
板
価
格

の
動
向
を
注
視
し
、
一
部
で

は
底
打
ち
を
見
越
し
て
仕
入

れ
を
強
化
す
る
方
針
を
示
す

需
要
家
も
み
ら
れ
る
。

国
産
針
葉
樹
合
板
は
３
月

に
入
っ
て
も
、
プ
レ
カ
ッ
ト
、

ル
ー
ト
向
け
と
も
に
引
き
合

国産合板商況 値上げ表明相次ぎ底打ちか

い
の
弱
さ
が
続
い
た
。
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
の
受
注
は
３
月

か
ら
増
え
て
き
た
と
の
声
が

あ
る
も
の
の
市
中
の
需
要
は

迫
力
に
欠
け
た
う
え
、
決
算

期
を
迎
え
て
い
る
た
め
買
い

控
え
に
よ
っ
て
在
庫
を
絞
る

動
き
も
あ
っ
た
。

針
葉
樹
構
造
用
合
板
（
12

㍉
厚
、
３×

６
判
）
は
首
都

圏
を
中
心
に
弱
含
み
。
た
だ
、

一
部
の
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で

は
、
稼
働
率
低
下
で
足
元
の

発
注
量
が
減
っ
て
い
る
と
と

も
に
、
今
後
の
安
定
供
給
な

ど
を
考
慮
し
て
、
合
板
メ
ー

カ
ー
等
へ
の
値
下
げ
要
求
を

控
え
る
動
き
も
あ
る
と
い
う
。

い
る
。
川
下
で
は
値
段
に
か

か
わ
ら
ず
当
用
買
い
の
姿
勢

を
維
持
し
、
供
給
側
の
合
板

メ
ー
カ
ー
の
減
産
効
果
が
あ

ま
り
出
て
い
な
い
模
様
だ
。

東
海
地
域
で
は
注
文
住
宅

を
は
じ
め
実
需
の
不
振
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
下

の
手
持
ち
在
庫
の
消
化
ペ
ー

ス
が
遅
い
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
も
稼
働
率
が
伸
び
て
い
な

い
た
め
、
資
材
を
積
極
的
に

仕
入
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

４
月
に
価
格
が
底
打
ち
し
て

反
転
す
る
と
の
予
想
が
あ
る

が
、
先
行
き
の
不
透
明
感
は

強
く
、
当
面
は
底
値
を
探
る

動
き
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

価
格
は
実
需
低
迷
を
背
景

に
弱
含
み
傾
向
に
あ
り
、
構

造
用
３×

６
判
12
㍉
厚
、
同

24
㍉
厚
、
28
㍉
厚
も
弱
基
調

と
な
っ
て
い
る
。

２
月
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
（
国
交
省
発
表
）
は

５
万
９
１
６
２
戸
（
前
年

同
月
比
８
・
２
％
減
）
で

９
カ
月
連
続
の
前
年
同
月

割
れ
と
な
っ
た
。
貸
家
は

前
年
同
月
を
わ
ず
か
に
上

回
っ
た
が
、
持
ち
家
、
分

譲
と
も
不
振
が
続
く
。

持
ち
家
１
万
６
３
０
７

戸
（
同
11
・
２
％
減
）
と
、

27
カ
月
連
続
で
前
年
同
月

を
下
回
っ
た
。
単
月
着
工

２
万
戸
割
れ
も
６
カ
月
連

続
だ
。
都
市
県
別
で
は
中

部
圏
や
近
畿
圏
が
特
に
低

調
と
な
っ
て
い
る
。

貸
家
は
２
万
４
９
３
４

戸
（
同
１
・
０
％
増
）
で
、

前
年
同
月
を
２
カ
月
連
続

で
上
回
っ
た
。
２×

４
工

法
の
貸
家
が
３
９
８
９
戸

持ち家・分譲とも不振深刻
2月の新設住宅着工

0401

（
同
11
・
１
％
増
）
と
好
調

を
維
持
し
て
い
る
。

分
譲
住
宅
は
１
万
７
３
２

７
戸
（
同
17
・
７
％
減
）
。

マ
ン
シ
ョ
ン
が
７
４
８
３
戸

（
同
23
・
３
％
減
）
、
戸
建

て
分
譲
が
９
７
１
０
戸
（
同

13
・
３
％
減
）
の
内
訳
。
戸

建
て
分
譲
は
16
カ
月
連
続
の

前
年
同
月
割
れ
と
な
っ
た
。

着
工
戸
数
の
不
振
に
伴
い

新
設
住
宅
床
面
積
も
縮
小
傾

向
が
続
く
。
２
月
は
４
５
２

万
２
０
０
０
平
方
㍍
（
同
13

・
１
％
減
）
で
、
先
月
に
続

き
単
月
で
５
０
０
万
平
方
㍍

を
下
回
っ
た
。
木
造
の
床
面

積
も
２
９
６
万
３
０
０
０
立

方
㍍
（
同
８
・
６
％
減
）
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

木
造
率
は
55
・
７
％
で
、

前
月
か
ら
は
１
・
７
㌽
増
加
。

国
土
交
通
省
は
３
月
27
日
、

「
第
６
回
建
築
物
の
販
売
・

賃
貸
時
の
省
エ
ネ
性
能
表
示

制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
を

開
き
、
既
存
建
築
物
に
お
け

る
省
エ
ネ
性
能
表
示
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
ラ
ベ
ル

の
発
行
開
始
は
10
月
以
降
を

予
定
し
て
い
る
。

今
回
新
た
に
検
討
す
る
ラ

ベ
ル
は
、
前
述
の
告
示
ラ
ベ

ル
に
よ
る
建
物
全
体
の
省
エ

ネ
性
能
表
示
は
で
き
な
い
が
、

省
エ
ネ
性
能
向
上
に
資
す
る

断
熱
・
設
備
な
ど
の
改
修
部

位
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
改

修
部
位
ラ
ベ
ル
（
仮
称
）
。

こ
の
ラ
ベ
ル
を
使
っ
て
、
「

窓
の
み
」
「
太
陽
光
発
電
の

み
」
と
い
っ
た
部
分
的
改
修

の
情
報
表
示
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
日
は
、
告
示
ラ
ベ
ル

「省エネ改修ラベル」10月開始へ
新築ラベルとの差を明確に 国交省

と
検
討
中
の
改
修
部
位
ラ
ベ
ル

の
使
い
分
け
、
表
示
対
象
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
ラ
ベ
ル
の
使
い
分
け
に
つ

い
て
は
、
ラ
ベ
ル
が
複
数
存
在

す
る
こ
と
で
消
費
者
が
混
乱
す

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ベ
ル
の
用
途
を

明
確
化
す
る
と
し
た
。

例
え
ば
改
修
部
位
ラ
ベ
ル
に

は
、
①
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
向

上
に
資
す
る
断
熱
・
設
備
仕
様

な
ど
、
断
片
的
な
情
報
の
み
を

表
示
②
４
月
１
日
ま
で
に
建
築

さ
れ
た
既
存
住
宅
で
、
建
物
全

体
の
省
エ
ネ
性
能
を
把
握
し
て

い
な
い
も
の
が
対
象
③
「
告
示

ラ
ベ
ル
」
と
の
併
用
を
避
け
る

④
現
状
・
実
態
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
過
去
に
表
示
し
た
ラ
ベ

ル
は
再
使
用
し
な
い
な
ど
の
ル

ー
ル
を
定
め
る
。
表
示
内
容
は

自
己
申
告
と
な
る
た
め
、
現
況

と
異
な
る
表
示
が
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。
社
会
的
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
虚
偽
の

表
示
に
つ
い
て
は
勧
告
を
行
う
。

ラ
ベ
ル
発
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
小
規
模
な
改
修

時
に
改
修
部
位
ラ
ベ
ル
、
大
規

模
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
時

に
は
告
示
ラ
ベ
ル
を
発
行
す
る

こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

最
終
的
に
は
告
示
ラ
ベ
ル
に
統

合
す
る
こ
と
も
念
頭
に
置
き
、

引
き
続
き
改
修
部
位
ラ
ベ
ル
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ラ
ベ
ル
に
掲
載
す
る
内
容
に

つ
い
て
は
、
①
改
修
部
位
の
改

修
時
期
（
年
月
）
、
②
改
修
部

位
（
設
備
）
と
そ
の
性
能
、
③

設
備
に
不
具
合
が
あ
れ
ば
不
具

合
の
内
容
を
予
定
。
国
や
自
治

体
に
よ
る
支
援
策
や
関
係
団
体

の
取
り
組
み
と
の
連
携
を
推
進

す
る
た
め
、
講
習
を
受
け
た
有

資
格
者
が
現
状
確
認
を
行
っ
た

上
で
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
と

の
一
文
を
付
け
加
え
る
こ
と
も

想
定
す
る
。

改
修
部
位
に
つ
い
て
は
、
窓
、

給
湯
器
、
外
壁
な
ど
の
断
熱
、

ド
ア
の
断
熱
、
節
湯
水
栓
、
高

断
熱
浴
槽
、
太
陽
光
発
電
設
備
、

太
陽
熱
利
用
、
照
明
、
空
調
（

暖
冷
房
）
を
追
加
。
窓
は
、
省

エ
ネ
基
準
の
仕
様
に
定
め
ら
れ

た
熱
貫
流
率
に
適
合
す
る
も
の

を
対
象
と
し
、
主
た
る
居
室
の

う
ち
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

の
改
修
を
必
須
と
す
る
。
太
陽

光
発
電
設
備
は
、
供
給
さ
れ
る

電
気
が
住
宅
で
使
用
で
き
る
も

の
を
対
象
と
す
る
。
そ
の
他
、

改
修
部
位
ご
と
に
性
能
の
要
件

を
定
め
る
。

国
産
材
製
品
を
遠
方
に
配
送

す
る
運
賃
が
４
月
か
ら
上
が
る
。

関
東
と
東
北
、
中
部
、
関
西
間

な
ど
を
10
㌧
ト
ラ
ッ
ク
で
陸
送

す
る
場
合
、
製
材
工
場
は
運
送

会
社
か
ら
立
方
㍍
あ
た
り
１
０

０
０
～
３
０
０
０
円
高
（
15
～

30
％
前
後
高
）
を
打
診
さ
れ
て

い
る
。
九
州
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー

運
賃
も
約
20
％
高
に
な
る
。
そ

の
た
め
製
材
工
場
は
製
品
の
立

方
㍍
単
価
で
１
０
０
０
～
２
０

０
０
円
前
後
を
唱
え
始
め
た
。

ま
た
小
口
配
送
は
最
小
単
位
が

１
～
２
立
方
㍍
単
価
に
な
る
。

４
月
か
ら
の
政
府
の
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
時
間
規

制
（
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

）
を
背
景
に
し
た
も
の
で
、
国

が
創
設
し
た
標
準
的
運
賃
制
度

な
ど
を
背
景
に
運
送
業
者
が
値

上
げ
を
打
ち
出
し
始
め
た
。

荷
主
の
製
材
工
場
に
よ
っ
て

今月から遠方向け15～30％高
国産材製品の運賃値上げ

運
賃
の
上
げ
幅
は
異
な
る
が
総

じ
て
同
１
０
０
０
～
３
０
０
０

円
高
で
、
遠
距
離
ほ
ど
高
く
な

る
。
例
え
ば
関
東
と
三
重
・
関

西
間
の
運
賃
は
一
部
製
材
工
場

で
同
７
０
０
０
円
前
後
だ
が
、

１
０
０
０
～
２
０
０
０
円
高
の

８
０
０
０
～
９
０
０
０
円
前
後

（
約
15
～
30
％
高
）
に
上
が
る
。

同
様
に
岩
手
の
一
部
製
材
工
場

か
ら
関
東
向
け
は
、
こ
れ
ま
で

の
10
㌧
車
１
台
の
運
賃
10
万
～

12
万
円
か
ら
、
約
３
万
円
高
（

約
30
％
高
）
を
打
診
す
る
。

北
関
東
か
ら
神
奈
川
県
に
出

荷
す
る
一
部
製
材
工
場
で
も
、

１
車
６
万
円
が
７
万
円
（
約
17

％
高
）
へ
の
値
上
げ
を
打
診
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
北
関
東
か
ら

名
古
屋
に
輸
送
す
る
製
材
工
場

で
は
、
既
存
の
７
万
５
０
０
０

円
か
ら
10
万
円
（
33
％
高
）
を

提
示
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
値
上
げ
幅
は
ま
だ
流
動

的
で
、
運
送
会
社
が
建
値
を
提

示
し
て
い
る
段
階
に
あ
る
。
実

際
の
金
額
は
運
送
会
社
か
ら
の

４
月
分
請
求
書
を
見
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
の
見
方
も
多
い
。

こ
れ
ら
は
車
単
位
で
数
量
を

ま
と
め
た
場
合
だ
が
、
一
方
で

材
積
を
規
制
す
る
動
き
も
あ
る
。

つ
ま
り
少
量
で
あ
る
ほ
ど
輸
送

費
が
高
く
な
る
。

こ
れ
ま
で
小
口
配
送
の
一
律

価
格
は
１
立
方
㍍
以
下
だ
っ
た

が
、
今
後
は
２
立
方
㍍
い
か
に

引
き
上
げ
る
。
つ
ま
り
、
積
載

が
０
・
５
立
方
㍍
な
ら
１
立
方

㍍
単
価
だ
っ
た
も
の
が
、
今
後

は
２
立
方
㍍
単
価
に
な
る
。
同

時
に
小
口
配
送
も
車
単
位
と
同

様
、
距
離
に
応
じ
て
15
～
30
％

前
後
高
に
な
る
。
つ
ま
り
１
立

方
㍍
以
下
の
配
送
は
運
賃
が
２

倍
以
上
に
な
る
流
れ
に
あ
る
。
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